
クロム活用家庭学習実践報告（1学期）

〇低学年

〇中学年



〇高学年

児童にとってのよさ

児童自身が自分の演奏を客観的に聞くこと

ができる。

→一番初めと一番最後の自分の演奏を聞き

比べて自分の成長を感じることができる。

児童にとってのよさ

・教科書を自分で写真に撮り、クロ

ムブックで見られるようにすること

で、情報がクロムブックだけに集ま

っており、学習がしやすくなる。

たくさん調べたい児童も自分で進ん

で調べることができる。



☆クロム家庭学習の現状

・低・中学年は、ミライシードでドリルを出したり、音読や計算カード、リコーダーや鍵盤ハーモニカの

練習などを動画に撮って送る宿題を出したりしていることが多い。くり返しドリルで練習をしたり、間違

えた問題を自分で何度もやり直せることで定着につながる。また、楽器の動画を撮ることで、上手に弾け

るように何度も練習するという意欲にもつながり、それで評価をとることもできる。

・高学年では、ドキュメントやフォームを使っている。ドキュメントは、国語で語句を調べたり、文章を

書くことに使っていて、自分が調べた語句の意味が記録として残っていったり、すぐに打ち直せたりする。

また、フォームでは、動画を視聴してテストをしている。授業ではなかなか確保できない動画視聴の時間

を家庭学習でとることで、授業の復習にもなり、どれだけ理解できたかを見取ることもできる。最後には

振り返りや自己評価の欄を設けており、そこで主体の評価をとることもできる。また、自動採点にするこ

とで、朝の丸付けの時間が短縮される。


